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本誌でファイナンスに関する特集が納まれるのは，  

この5隼で今l叶が5回‖になる．他のテーマに比べる  

とかなりの頻度である．1夫lみに，過よ4l‖lのタイトル  

は   

オプション理論とその周辺（96隼I11j）   

電イマネー（97年111】）   

金融，証券ビジネスとOR（（）0年51J）   

令融マーケテイング（00年12JJ）  

となっている．   

しかし，編基部や執筆苫諸氏の熱ノ酎こも拘わらず，  

これらの特集．；亡一勘こ【lを過して卜さる一、立会日がどれだ  

けおられるかと考えると，にわかにノ亡；もが萎えてしま  

うのである．   

さてファイナンん理論は，マーコピソツの甘から  

ORの車：安な応川分野だった筈：である．しかし，わが  

国でこれがORの仁安分野として．認知されるようにな  

ったのは，ここ数年程度のことに過ぎない．ビッグバ  

ンの開始に伴う金融ビジネスの世糾1く」人競争の小で，  

わが【たlの劣勢を挽川するには，「′、捌くノ技術，小でも  

OR技術と数坤，情事Iil二！、戸枝術がl卜じ、を糾うべきであ  

るということが明らかになったからであろう．また勝  

ち組の米国においても，ここ数隼ファイナンス分野に  

おけるOR／MSのプレゼンスが＝立っている．   

一世、えばわれわれが，応州確率過種論，数f帰「l叫法、  

シミュレーション，いう三挺拳銃を丁・に，この分野に  

参人した8（）年代、ドばを振り返ると，令融仁′、i王は（少  

なくともわが国では）全く末l刑の人経であった．した  

がって，ORの剰門家がこの分野に参入するには，拳  

銃一挺とちょっとしたカ気さえあれば足りたのである．   

そして，この分野に人りこんですぐ分かったことは，  

これ以上豊穣なORの応川分野は滅多にない，という  

事実であ った．しかしそれにも拘わらず，OR一羊会H  

の参人はなかなか進まなかった．恐らく，エンジニア  

集川の小に根強く存在する“令融I111適性向’’の強さが  

J別人1であろう．   

′夫際，われわれは1988牛以来，（小に2隼の休みを  

挟んで）令地上′、rに関する研究部会をオーガナイズし，  

この分野の普及につとめてきたが，そこに参集する数  

卜八の人々のIllで，OR・、f‥会ilがItiめる割合は，作も  

今も僅か5％程度に過ぎない．部会に参加して卜さる  

ノJ々には，矧帖、㌣会への人会をお願いしているのであ  

るが，残念なことに，令銭感党を研ぎすました金融マ  

ン諸氏は，年制1ノノ4丁・1日の山背に仙しないと考えて  

いるようである．   

そうこうするうちに，この1（）年のl～りにこの分野に  

は，数′羊．制御，物⊥叩などから多くの優秀な人材が流  

れこんだため，新規参人膵璧はかなり■モー古くなってしま  

った．しかしOR刑●－】′束ならやれるIlり越，あるいは  

OR朝一リ家でなければやれない1！り越は，いまもゴロゴ  

ロしている．君子研究賞の参入を期待するやノ切なるも  

のがあるという次第である．   

さて今回の特集は，昨年の秋に実施されたOR一÷；：：会  

のシンポジウム，“ORと金融仁、；′‥’’と， OR′、r会セミ  

ナー，“金融リスクとOR’’の講満・常に，そのときの  

発衣の内容を一般読者IJりけにi†；二き此し頂し、たものであ  

る．執筆署はいずれも，OR′、ト会におけるファイナン  

ス研究の美力署揃いである．   

一人でも多くの・、立会＝のん々がこの特集をお読みに  

なって，御rl分の研究との接点を兄＝して卜さること  

を願っている次第である．   

なお，令融卜▲、r‥について総†川畑こ勉強したいとお考  

えのノノ々は，エンジニア向けの金融1二′、H粗科書の決定  

版：   

DavidG．Luenberger，InvestmentScience，Oxford   

UniversltyI）ress，1998．  

を御覧頂きたい（なお近々，11本経済新聞社からこの  

本の翻訳がHるということである）．  
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